
1995年出土の木簡

い
う
意
図
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、　
一
五
世
紀
末
か
ら

一
六
世
紀
初
頭
に

本
井
戸
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な

「蘇
民
将
来
札
」
は
、
近
年
中
世
遺
跡
か
ら
出
土
例
が
増
加
し

て
お
り
、
管
見
の
限
り
で
も
茨
城

・
新
潟

・
静
岡

。
三
重

。
京
都

。
大
阪

・
兵

庫
の
各
府
県
の
二

一
遺
跡
で
計
四
三
例
出
土
し
て
い
る
が
、
近
畿
地
方
の
三
府

県
が

一
二
遺
跡
計
二
三
例
と
全
体
の
過
半
数
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け

大
阪
府
下
に
入
遺
跡
計

一
九
例
が
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
出
土
分
布
は
、

兵
庫
県
を
西
限
と
し
、
近
畿
地
方
以
東
に
広
く
分
布
し
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
西

に
は
存
在
し
な
い
事
実
が
指
摘
で
き
る
が
、
石
川

・
静
岡
両
県
～
佐
賀
県
の

一

四
遺
跡
で
計

一
七
例
出
土
し
て
い
る

「大
股
若
経
転
読
札
」
（嶋
谷
和
彦

「中
世

遺
跡
出
土
の
大
般
若
経
転
読
札
」
『網
干
善
教
先
生
華
甲
記
念
　
考
古
学
論
集
』

一
九
八

八
年

同
記
念
〈〇

の
分
布
と
は
逆
転
的
な
現
象
が
生
じ
て
い
る

（嶋
谷
和
彦

「蘇
民
将
来
札
の
全
国
分
布
と
蘇
民
将
来
信
仰
の
展
開
」
『長
曽
根
遺
跡
発
掘
調
査
概
要

報
告
　
堺
市
文
化
財
調
査
概
要
報
告
第
五
八
冊
』

一
九
九
六
年
　
堺
市
教
育
委
員
会
）。

（嶋
谷
和
彦
）

遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
跡

・
水
田
跡

。
城
下
町
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
平
安
時
代

・
室
町
１
安
土
桃
山
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要
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い
る

さ

が
わ

丘倉
・
入
佐
川
遺
跡

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
宮
内

一
　

一
九
九
二
年

（平
４
）
五
月
―

一
二
月
、
二
　
一
九

九
五
年
五
月
１

一
二
月

兵
庫
県
教
育
委
員
会

一　
大
平
　
茂

・
村
上
泰
樹

・
柏
原
正
民

一
一　
大
平
　
茂

・
鈴
木
敬
二

入
佐
川
遺
跡
は
、
兵
庫
県
の

北
部
、
豊
岡
市
街
地
の
南
東
約

七
ｈ
に
位
置
し
、
円
山
川
の
支

流
で
あ
る
出
石
川
と
入
佐
川
に

挟
ま
れ
た
沖
積
低
地

（水
田
）

部
に
立
地
し
て
い
る
。
標
高
は

つ

五
―
六
ｍ
で
あ
る
。
遺
跡
の
北

出

東
の
丘
陵
に
は
山
名
氏
宗
家
の

く

居
城
で
あ
る
此
隅
山
城
跡
が
あ



入
佐
川
遺
跡
調
査
地
点
の
最
も
上
流
域
に
あ
り
、

(5) (4) 

〔
百
脱
〕

「
五
千
弐
四
拾
弐

□

LJ」

(3) 

か
ふ
や
」

漆
器

・
陶
磁
器
な
ど
が
あ
る
。

古
墳
時
代
中
期
の
河
道
を
利
用
し
た
貯
木
施
設
と
、
同
時
代
の
水
路
に
伴
う
祭

祀
跡
、
平
安
時
代
の
橋
脚
遺
構
な
ど
が
あ
る
。

今
回
報
告
す
る
地
点
は
、
入
佐
川
遺
跡
の
第

一
次
、
第
四
次
調
査
区
に
あ
た

る
。
調
査
面
積
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
一
四
一
四
面
、
六
―
―
――
-＝

-2m
で
あ
る
。

第
一
次
調
査

跡

・
祭
祀
跡
、
奈
良
時
代
し
平
安
時
代
の
河
道

・
溝
と
橋
脚
、
中
世
の
溝
（
条

里
に
伴
う
も
の
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
遺
物
に
は
古
墳
時
代
の
祭
祀
跡
か
ら

出
土
し
た
石
釧
、
平
安
時
代
の
河
道
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
（
「
中
」
）
、
木

木
簡
は
、
中
世
の
溝
の
上
層
部
か
ら
一
点
出
士
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
に
は

第
四
次
調
査

一
部
此
隅
山
城
下
町
跡
で

あ
る
宮
内
堀
脇
遺
跡
（
本
号
六
九
頁
参
照
）
と
も
重
な
っ
て
い
る
。

検
出
遺
構
は
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
河
道

・
溝
と
水
田
跡
、
室
町
時

製
人
形

・
馬
形

・
斎
串
な
ど
の
祭
祀
具
が
あ
る
。

(2) 

口
塩
州
六

□

人

検
出
し
た
遺
構
は
、
弥
生
時
代
ー
古
墳
時
代
の
河
道

・

溝
•
井
堰
と
水
田

第
一
次
調
査

・ロ

ロ

（
梵
字
）
（
梵
字
）

こ
れ
は
、
上
流
部
の
此
隅
山
城
下
町
か
ら
流
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
次
調
壺

平
安
時
代
溝

武
家
屋
敷
堀

「

0

十
一
月
壱
斗
七
合

「＜ロロロ
ロ
ロ

(1) 

〔
印
ヵ
]

・
為
清
覚
坊
法

□

芥

〔
は
こ
ヵ
〕

ロ
ロ
ロ
道

□

n
L
J
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漆
器

・
箸

・
絵
馬
な
ど
の
木
製
品
が
あ
る
。

調
壺
は
、
前
記
し
た
砂
入

・
袴
狭
遺
跡
発
見
の
契
機
と
な
っ
た
小
野
川
放
水

路
事
業
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
注
目
さ
れ
る
遺
構
に
は

し
た
律
令
期
の
砂
入
遺
跡

・
袴
狭
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

り
、
南
東
の
高
台
に
は
天
日
槍
で
著
名
な
但
馬
国
の
一
宮
出
石
神
社
が
鎮
座
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
丘
陵
の
北
の
谷
部
に
は
大
量
の
木
製
祭
祀
具
が
出
土

れ
た
建
物
、
堀
、
土
塁
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

代
後
期
の
武
家
屋
敷
跡
で
あ
る
。
武
家
屋
敷
跡
は
整
地
と
溝
に
よ
っ
て
区
画
さ

木
簡
は
、
平
安
時
代
の
溝
か
ら
一
点
と
、
武
家
屋
敷
跡
の
堀
か
ら
三
点
の
合

計
四
点
が
出
士
し
て
い
る
。
堀
か
ら
の
伴
出
遺
物
に
は
、
陶
磁
器
、
土
師
質
皿
、

木
簡
の
釈
文

・
内
容
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1995年出上の木簡

②
は
平
安
時
代
の
溝
か
ら
出
上
し
た
。
五
文
字
め
は

「右
」
あ
る
い
は

「古
」
か
。
①
ｌ
⑤
は
武
家
屋
敷
の
堀
か
ら
出
土
し
た
が
、
①
と
い
は
同

一
の

堀
出
土
で
あ
る
。
⑤
は
荷
札
木
簡
で
あ
り
、
最
下
部
の
文
字
は

「あ
ふ
や
」
と

も
見
え
る
。
隣
接
す
る
宮
内
堀
脇
遺
跡
に
、
内
容
、
形
状
と
も
類
似
し
た
も
の

が
あ
る
。
な
お
、
比
隅
山
城
は

一
四
世
紀
後
半
に
築
城
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
永

禄

一
二
年

（
一
五
六
九
）
織
田
軍
の
但
馬
侵
攻
に
よ
っ
て
落
城
し
て
い
る
。

釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
館
野
和
己

・
渡
辺
晃
宏

・
古
尾

谷
知
浩
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『
ひ
ょ
う
ご
の
遺
跡
』

一
四

（
一
九
九
四
年
）
（大
平
　
茂
）

み
や
う
ち
ほ
り
わ
き

丘盆
・
宮
内
堀
脇
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
宮
内
字
堀
脇

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
７
）
八
月
１

一
九
九
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
日
圭
介

・
岡
　
昌
秀

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
―
中
世
末

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

宮
内
堀
腸
遺
跡
は
、
山
名
氏
宗
家
の
居
城
で
あ
っ
た
此
隅
山
城
跡
の
西
南
の

山
裾
か
ら

一
段
下
が
っ
た
水
田
部
分
に
位
置
し
て
い
る
。
山
側
に
は
入
佐
川
を

挟
ん
で

「御
屋
敷
」
と
呼
ば
れ

る
居
館
推
定
地
が
存
在
す
る
。

ま
た
、
多
量
の
祭
祀
遺
物

。

禁
制
木
簡
な
ど
を
出
土
し
た
袴

狭
遺
跡
群
は
此
隅
山
北
側
の
谷

に
位
置
し
て
お
り
、
本
号
六
七

ｐ

頁
で
報
告
し
た
入
佐
川
遺
跡
の

出

東
端
は
宮
内
堀
脇
遺
跡
と
隣
接

し
て
い
る
。




